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第９回 北広島市地域公共交通活性化協議会 会議録 

日  時 令和 2年 1月 15 日（水）9：30～11：00 

場  所 北広島市役所 3 階 3Ｄ会議室 

出席委員 

川村 裕樹委員・岡村 彰律委員・小川 達也委員・小田 広明委員・ 

金川 弘司委員・栢場 誠委員・川島 光行委員・熊谷 貞治委員・ 

桒重 理香委員・小池 隆史委員・杉澤 武則委員・鈴木 聡士委員・ 

髙田 誠委員・瀧田 修委員・土屋 正紀委員・中野 雅博委員・ 

成田 伸理委員・橋本 信行委員・長谷川 雅子委員・平川 一省委員・ 

増田 厚志委員・本橋 健治委員 

欠席委員 安藝 崇典委員・冨田 辰夫委員・福井 一委員 

事 務 局 橋本企画課長・塚田主査・勝谷主事 

傍 聴 者 0 名 

会議次第 

 

１ 開 会 

 

２ 報告事項 

(1) 西の里地区～大曲地区バス実証運行の実施について（資料１） 

(2) さんぽまち・東部線について（資料２） 

   

３ 議 事  

（1） 地域公共交通確保維持改善事業に関する事業評価について（資料

３、参考３） 

（2） 次回協議会の日程 

 

４ その他 

 

５ 閉 会 
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会議録                                                         

１  開会 

委員 25 名中 22 名が参加。委員の半数以上が出席していることにより、会議が成立し

ていることを報告。 

 

２  報告事項 

  （１）西の里地区～大曲地区バス実証運行の実施について 

    ＜事務局より資料 1－1、1－2に沿って説明＞ 

【Ａ委員】 

・1月 10 日、14 日では、いくつ位の方が乗られたのか把握できていたら教えてほし

い。 

  【事務局】 

・取りまとめ中であるが、高齢者の利用が多いものの、子供連れもいた。 

  【Ｂ委員】 

   ・乗務員への聞き取りによると、三井アウトレットパーク 11時発の便では、冬休み

中の部活利用と思われる高校生の利用もあった。 

【Ｃ委員】 

  ・今回の実証運行の路線は、「乗車のみ」「降車のみ」と乗降制限がついているが、混

乱はなかったか。また、周知はされていたのか聞きたい。 

【事務局】 

・上野幌駅バス停以外は、乗車のみか降車のみとなっているが、この理由として、事

業者との打ち合わせの中で、西の里地区はジェイ・アール北海道バス、大曲地区は

北海道中央バスの既存バス路線が運行しており、既存バス路線の利用に影響を与

えないように運行する必要があったためである。 

・路線の周知については、広報や町内会回覧を中心に行ったが、乗降に関する問い合

わせはなかった。 

【Ｃ委員】 

   ・1 月 10 日は 14 人、14 日は 18 人の利用とのことであるが、採算としてはどうか。 

【Ｂ委員】 

   ・採算ラインは出していないが、初日は 6便のうち 3便が 0人であり、採算ラインは

大きく下回っている。 

【Ｄ委員】 

   ・西の里地区発の往路便の利用者は、三井アウトレットパークの利用が多いのか。 
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【事務局】 

   ・三井アウトレットパーク以外にも、夢プラザに行くため大曲末広 3丁目での降車や

大曲での降車が見られた。 

【Ｄ委員】 

   ・短い期間だけで判断はできないが、西の里地区発の便については、午後便は当初か

ら少ないという予想があったが、どうであったか。 

【Ｂ委員】 

   ・北広島西高校 14 時 15 分発は、回送で三井アウトレットパークまで戻すよりはよ

いだろうということで運行したが、予想通り利用者が少なく、2日間ともゼロであ

った。 

【会長】 

   ・実証運行は 2月 7日まで続くので、その状況を見ながら検討していきたいと思う。 

 

 

 （２）さんぽまち・東部線について 

   ＜事務局より資料 2－1、2－2に沿って説明＞ 

【Ｃ委員】 

 ・資料 2－1の裏の地図には広島線が入っているが、どうしてか。 

【事務局】 

   ・北海道中央バスが運行する団地地区と東部地区のすべての路線を表示しているため、

広島線も掲載している。 

【Ｅ委員】 

 ・12 月に実際に乗車して感じたことは、例えば資料 2-1 の内容はホームページにも載

っていたが、平日と土日祝日でファイルが分かれていて、路線図や時刻表のバス停

の位置を表すＡやＢの意味は土日祝日の時刻表の後ろについていた。今回は、平日

の利用であったことから、その時にはこれらに気がつかなかった。また、バス停の

時刻表には、さんぽまち・東部線の循環路線は循環としか記載しておらず、バス前

面の方向幕にもさんぽまちの文言がなかったので悩んでしまった。 

知っている人であっても、乗る際に混乱したので、初めて乗る人にとっては、こ

のようなことで乗らなくなる可能性がある。今後、時刻を改正した際には、上記の

ような点も踏まえ、よりよく変えていってほしい。 

・地域によっては、バスを走らせたことで完結し、見直しも行わない、乗客が乗らな

くても走ることが目的という形で終わっている場所もあるが、北広島は住民の方も

参画しているので、今後も行政と一緒になって進めていってほしい。気づいた時に

改善ということが大事であり、そこから利用者が増えていくと思うので、その点を

注意して引き続き運行してほしい。 
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【Ｄ委員】 

・12月のダイヤ改正で区間時分を伸ばしたが、これにより遅れの問題はどうなったか。

また、今年は雪が少ないが、今後の見通しとして、このダイヤでいけるかどうかど

う考えているか。 

【Ｂ委員】 

   ・再編後、9時 2分発の便が予想よりも乗車率が高く、各バス停から 1、2名の乗車が

あった。通過するバス停があれば時間通りに走れるが、毎日、遅延が 5～8分出てい

る状況であり、このまま冬を迎えたらもっとひどいことになってしまうことが想定

された。そこで 9 時 2 分を 8 時 55 分に繰り上げるとともに東部循環も含めた一周

を 10 分プラスし 1 時間とした。また、これ以外の東部循環に直通する便について

は、1 周 50 分だった所を 55 分にした。冬季は、道路が狭いことにより起こる遅延

が多いが、今年は雪が少なく、道路が狭くなる状況でもないことから、現在は、大

きな遅れもなく運行している。なお、火曜日の商業施設の安売りの日に利用者が多

く遅れが発生したという事例があった。 

【Ｄ委員】 

   ・資料 2-2 で、日中は 15～20％増加しているとなっているが、再編の効果を感じて

いるか。また、こういう所を改善すべきだとか、実際運用してみて感じていること

はあるか。 

【Ｂ委員】 

   ・市の調査は 9 時から 15 時台ということで、循環の時間は当初の目論見通りで見て

いるが、1 日を通して見るとかなり減少している。IC カードのデータからみると、

10 月は－13.8％、11 月は－13.3％、12 月は－14.2％となっており、月一回の総量

調査でも、3か月平均で 13％減少している。再編後の総運行便数は減っているので、

減少することは当然予想され、増えることはないと考えている。 

・再編後の市民の皆さまからの声としては、山手地区やさんぽまち循環の方からは「非

常に便利になった」、「最初はわかりづらかったけれど、覚えたら非常に便数も多く

理にかなっているので良くなった」とあった。一方、東部地区はもともと利用が少

なかったが、「不便になった」という声が聞こえてくる。ＪＲバスさんは運賃が少し

安いということもあり、同じ駅から東部に行くのであれば、ＪＲバスさんの方が良

いということで、ＪＲバスさんの方にかなりお客さんが流れ、利用者が減ったのだ

という感じを持っている。 

・地域的な課題も出てきたので、どう穴埋めしていくか、どう再編を考えていくかの

今後考えていく必要がある。また、時刻表の面などまだまだ課題もあるので、皆様

の意見も参考にさせて頂きながらやっていきたい。 
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【Ｄ委員】 

   ・現時点で全てのデータが揃っていないので分析はできないが、ＪＲバスさんの利用

も含めて、全体的に人の動きはどうなったのかということがわかればと思う。その

上で、なんとなく日中に増えているから大丈夫だということではなく、危機感を持

ちながら管理していくということが認識としても重要である。 

  【事務局】 

   ・さんぽまち・東部線の動きに加えて、全体としてどう動いているのか、という把握

が必要だと感じることから、事業者ともよく情報共有をして全体の動向を把握して

いきたい。 

【Ｆ委員】 

   ・少なくとも昼間の時間帯においては 120％アップで 1 便平均ほぼ 20 名となってお

り、再編前は平均 16 人位となっていたことからも、昼間については相当良い状態な

のかと思う。一方、全体では、約 13％減ということだが、朝夕の通勤の所が減って

いるという見方ができる。 

・再編にあたり重視したところは継続性であり、収支は改善していると思う。通勤客

については、バス路線がどうであろうとも、おそらく減少傾向にあることから、通

勤客が減少した所を、逆に昼間の便で補う。加えて、運行を平準化していってコス

トを下げる目的でやっていることから、改善は必要であるが悲観的に考えることは

ないと思う。そういった所で、今後、全体の方向性を他の絡みと考えて改善してい

きたいと考えている。 

【Ｇ委員】 

 ・資料 2-1 に「よろこび回数券」というのがあり、1枚あたり 182 円なので、お得感

を感じる。一方、カードを利用すれば、合計数値をとりやすく、降りる際の精算も

スムーズである。回数券の利用というのはバス利用者の何％くらいの方が利用して

いるか。 

・カード利用は、快適な利用ができお得感とバスの利便性という部分で、今後のプロ

モーション策になると思う。 

【Ｂ委員】 

   ・詳しいデータがないが、カードの利用は 7割程度であり、札幌にいくともっと高く

なる。毎日の精算の中では、回数券は大体 100 枚から多い時で 200 枚位であるので、

それを考えると、7 割はカード、2 割が現金、1 割位が回数券なのかと推測される。 

【会長】 

   ・意見が色々出たので、事務局でもしっかりと対応をとってほしい 
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３  議事 

（1）地域公共交通確保維持改善事業に関する事業評価について 

 ＜事務局より資料３－１、３－２、参考３－１～３－７に沿って説明＞ 

  【会長】 

・事務局からは、3 段階の評価の中では「Ａ」ということで、「事業が適切に実施さ

れた」という評価を持って、本協議会の一次評価として提出したいと思うがよいか。 

  【委員】 

・よい。 

 

（2）次回協議会の日程 

【事務局】 

 ・次回会議日程については、時期が近づいたら、改めて連絡する。 

 

 

４  その他 

    【Ｈ委員】 

・この協議会ができた段階で、北広島市内の公共交通網の見直しがあったと思う。輪

厚地区に三愛病院から希望ヶ丘を結ぶ道路ができ、周辺に住んでいる方が結構い

る。また希望ヶ丘地区には、中央バスが走っている。今走っている広島線を三愛病

院から右折して住宅が密集している所を通る路線新設・変更を考えてほしい。 

【事務局】 

・本件については、町内会や議会からも意見をもらっており、事業者の方とも情報共

有し、どのような対応ができるのか検討を進めている。しかし、現状では便数を増

やして路線の動き方を変え運用を変えてとなると、現在、人手がいない中で対応で

きるのか、全体のオペレーションも変わるのでその中で対応できるのか、課題があ

り、継続的に協議しているところである。 

【会長】 

・問題は認識しているので、事業者と引き続き、話をしていくということで、継続し

て預かることとする。 

【事務局】 

・昨年 12 月から今年 2月にかけて実施した西部地区を経由して大曲地区を結ぶ夜間

バス実証実験については、本年 7 月に開催した活性化協議会において報告したと

ころであるが、1便あたりの利用者数は 3.8 人であり、利用者数を踏まえると、現

在のところ増便等による本格運行については難しいものと考えている。 

 

５  閉会 


